
 

令和５年度塩竈市下水道事業報告書 

１  概  況 

（１） 総 括 事 項 

イ．処理状況 

本年度の下水道事業の年間総処理水量は、7,559,695 ㎥（20,655 ㎥/日）で、前年度 7,742,099 ㎥

（21,211㎥/日）に比較して 182,404㎥（556㎥/日）2.36％減少しました。 

年間有収水量は、5,931,791 ㎥（16,207 ㎥/日）で、前年度 5,936,835 ㎥（16,265 ㎥/日）に比較して

5,044㎥（58㎥/日）0.08％減少しました。 

有収率は、78.47％で、前年度 76.68％に比較して 1.79ポイントの増となりました。 

年度末の処理区域内戸数は、24,147戸で、前年度 23,959戸に比較して 188戸 0.78％増加しました。 

ロ．建設改良の状況 

  〇 建設改良事業 

主な改良工事として、新浜町二丁目地区で延長 63.88ｍのボックスカルバート布設工事、延長 19.87ｍ

の管布設工事を行いました。また、北浜一丁目地区で延長 46.17ｍの管布設工事、中の島地区で一本

松汚水幹線マンホールポンプ場のポンプ更新工事を行いました。 

 

   〇 災害復旧事業 

主な災害復旧工事として、新浜二丁目地区で延長 90.3ｍの管布設工事、藤倉三丁目地区で延長

144.1ｍのボックスカルバート布設工事を行いました。 

 

ハ．財政状況  ＊（ ）内は税込決算数値 

本年度の収益的収入は、4,130,208,419 円（4,244,513,929 円）となりました。これは、営業収益で

1,700,248,909 円（1,810,953,172 円）及び営業外収益で 2,429,890,361 円（2,433,485,341 円）、特別利

益で 69,149円（75,416円）によるものです。 

収益的支出は 3,600,700,694 円（3,694,359,073 円）となりました。これは、営業費用で 3,340,724,641

円（3,386,779,278 円）及び営業外費用で 251,969,426 円（299,506,026 円）、特別損失で 8,006,627 円

（8,073,769円）によるものです。 

これらの結果、本年度は 529,507,725円の純利益を生じ、利益剰余金は 529,507,725円となりました。 
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経常収支比率・経費回収率の推移

経常収支比率 経費回収率

資本的収支は、総収入 2,418,389,530 円（うち仮受消費税 0 円）に対し、総支出 3,696,939,023 円（う

ち仮払消費税 51,393,804 円）となり、収入不足額（翌年度へ繰越される支出の財源に充当する額

45,984,000 円を除く。） 1,324,533,493 円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

20,679,903 円、当年度分損益勘定留保資金 981,563,170 円、繰越工事資金 46,775,000 円、減債積立

金 108,968,894円、当年度利益剰余金処分額 166,546,526円で補てんしました。 

  

（２） 経営指標に関する事項 

 令和 5 年度決算における経営成績について、経営の健全性を示す経常収支比率は、有収水量の減

少に伴う下水道使用料の減少に対し、雨水管理総合計画策定基礎調査業務などに伴い委託料が増と

なりましたが、支払利息や流域下水道管理運営費負担金が減少したことで前年度比 0.44 ポイント増の

114.96％となりました。健全経営の水準とされる 100％を上回っています。また、使用料水準の妥当性を

示す経費回収率は、前年度比 1.9ポイント増の 49.23％となり、汚水処理に係る費用のうち使用料で賄う

べき費用を賄えている状況とされる 100％を下回っています。 

 一方、償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率は前年度比 3.48 ポイント増

の 14.93％となっております。新浜地区の管渠工事や災害復旧事業の藤倉地区の管渠工事等の完了に

よるものです。今後も、現在の経営状況を維持しつつ、将来訪れる施設更新需要に備えた運営を行っ

てまいります。 

 

＜経営指標の推移＞     

  R3 R4 R5 

経常収支比率 116.57% 114.52% 114.96% 

経費回収率 49.78% 47.33% 49.23% 

有形固定資産減価償却率 7.89% 11.45% 14.93% 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

・ 経常収支比率＝（経常収益／経常費用）×100 

・ 経費回収率＝（下水道使用料／汚水処理費（公費負担分を除く））×100 

・ 有形固定資産減価償却率＝（有形固定資産減価償却累計額）/（有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価）×100 
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